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条例
全会一致で
可決

委
員
会
・
会
議
の

　

設
置
条
例
を
制
定

町道認定
全会一致で
可決

町
道
の
変
更
・

　

認
定
し
ま
し
た

意見書

議案

補正予算
全会一致で
可決

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
億
２
千
240
万
円

を
追
加
し
、
総
額
127
億
6
千
848
万
円
と

し
ま
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
対
策
や
、

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
町
内

に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
方
向
性
な
ど
指
針
を
示
す

計
画
を
策
定
す
る
た
め
、｢

新
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会｣

を

設
置
し
ま
す
。

　

道
州
制
導
入
の
具
体
的
な
か
た
ち

を
示
さ
な
い
ま
ま
、
導
入
あ
り
き
の

内
容
の
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

　

道
州
制
が
導
入
さ
れ
る
と
府
県
の

廃
止
だ
け
で
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
町

村
は
事
実
上
の
合
併
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
。
住
民
と
行
政
の
距
離
は
格
段

に
遠
く
な
り
、
住
民
自
治
が
衰
退
す

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

町
村
は
住
民
と
と
も
に
個
性
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。
大
規

模
な
団
体
は
住
民
を
置
き
去
り
に
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

多
様
な
自
治
体
の
存
在
を
認
め
、

個
々
が
活
力
を
高
め
る
こ
と
こ
そ
国

力
の
増
強
に
つ
な
が
る
と
確
認
す
る
。

　

よ
っ
て
、
道
州
制
導
入
に
反
対
す
る
。
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他

＊
意
見
書
か
ら
一
部
抜
粋
し
て
い
ま
す

　

南
風
原･

与
那
原
バ
イ
パ
ス
の
整
備
に

よ
り
、
町
道
1
号
線
が
160
ｍ
短
く
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
た
に
町
道
280
号

線
を
認
定
し
ま
し
た
。　
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採
決
の
結
果

× ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ ○ ─可 

決

賛否分かれる

道州制導入に断固反対する意見書

○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─可 

決
津嘉山北土地区画整理造成工事 (12-4)
の請負契約について

○：賛成　×：反対　欠：欠席　－：中村勝議員は議長のため採決に加わっていません

賛否が分かれた議案のみをお知らせします。
（全議案の賛否は町議会ＨＰで公開中）

あ
て
先 道

州
制
に
断
固
反
対
！

意
見
書
を
賛
成
多
数
で
可
決

　

条
例
で
は
5
千
万
円
を
超
え
る
工

事
は
議
会
の
議
決
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。　
　

　

提
案
の
工
事
は
、
当
初
４
３
７
８
万

円
で
あ
っ
た
た
め
、
議
会
の
承
認
は
不

要
で
し
た
。

　

し
か
し
、工
事
箇
所
の
追
加
に
よ
り
、

変
更
後
の
工
事
金
額
は
5
3
4
0
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
契
約
締
結
前
に
議
会
の
議

決
を
得
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
追
認

（
さ
か
の
ぼ
っ
て
同
意
を
得
る
こ
と
）

を
し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
町
長
（
10
％
）、
副
町
長

（
5
％
）
の
10
月
の
減
給
処
分
案
も
提

出
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。　

　

議
会
は
、
事
務
手
続
き
の
見
直
し

と
、
職
員
研
修
の
強
化
な
ど
で
再
発

防
止
策
を
講
じ
る
よ
う
、
強
く
要
望

し
ま
し
た
。

津
嘉
山
北
土
地
区
画
整
理

　
　
　

工
事
契
約
を
追
認

　

南
風
原
町
商
工
会
と
県
産
品
奨
励

実
行
委
員
会
の
構
成
団
体
か
ら
、
地

元
産
品
の
奨
励
と
、
地
元
企
業
の
優

先
使
用
に
つ
い
て
、
陳
情（
要
請
）が

あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
は
、
地
元
産
品
の
需
要
拡
大

を
図
り
、
町
内･

県
内
企
業
の
育
成
強

化
と
雇
用
拡
大
の
促
進
を
図
る
こ
と

を
確
認
し
、
全
会
一
致
で
採
択
し
ま

し
た
。 地

元
産
品
・
企
業
の

　
　
　

優
先
使
用
を

新エネルギー計画委員会
　

町
は
既
存
観
光
資
源
の
利
活
用

と
新
た
な
観
光
資
源
の
育
成
創
出

に
よ
り
、
観
光
振
興
と
観
光
機
能

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

推
進
の
具
体
的
な
位
置
付
け
、

方
向
性
の
指
針
を
示
す
計
画
策
定

の
た
め
、
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

観光振興計画委員会
　

保
育･

教
育
の
ニ
ー
ズ
調
査
に
よ

り
、子
ど
も・子
育
て
支
援
計
画
（
平

成
27
年
度
〜
5
年
間)
を
策
定
し

ま
す
。

　

計
画
策
定
の
た
め
、
有
識
者･
保

護
者･

関
係
機
関･

公
募
委
員
で
構

成
し
た｢

子
ど
も･

子
育
て
会
議｣
を

設
置
し
ま
す
。

子ども･子育て会議
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160m減

県産品奨励の要請書を受け取る玉城光雄副議長

一般会計補正の主な内容　 　　　　　　　補正額

国民健康保険
後期高齢者医療
下水道事業
土地区画整理事業
農業集落排水事業

4,998 万円
577 万円
221 万円

1 億 4,815 万円
143 万円

歳　入

歳　出

個人町民税（6 月末調定に基づく )　
安心こども基金補助金 ( 補助率 100％）

3,897 万円
4,261 万円

農地台帳・農地地図情報一元化システム構築　
宮城公民館改修（一括交付金利用）
認可外保育園補助金　
津嘉山公園整備工事費

193 万円
358 万円
430 万円
2,401 万円

特別会計の補正　　　　　　補正額

議
案
・
補
正
予
算

意
見
書


